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　2013 年 8 月 28 日 ( 水 )17：00 ～ 19：00、倉敷商工会議所・第１会議室にて、第 3回ブラシュアップ交流会が開催されました。

ミニ講座の後、名刺交換会、交流会を行いました。

ブラシュアップ交流会＃03 2013

　キーワードは「綿花繊維のまち」と「水島コンビナートによる石油化学製品」。天然素材を「織る」や「編む」

ための機械技術が、プラスチックという素材を、熱したり、伸ばしたり、型枠で成型したりする機械を生み、

安価で便利なプラスチック容器を生み出す産業がこの地（備南～備後地区）に生まれた。㈱北原産業が生ま

れてきた経緯とその商品力について猪原氏から話を聞く。

　昭和 42 年、先代社長は、ＰＰ( ポリプロピレン ) ござの端切れに眼をつけこれを捨てるのではなくリサイ

クルすることで起業。誠実な経営理念にオイルショックの時もメーカーの材料供給が滞ることなく業績を伸

ばした。昭和 55 年には全国に先駆け紙の容器を開発。平成 2～ 8 年紙容器でエコマークを取得したのは業界

でトップ。平成 10 年にはタピオカデンプンを使用した土に帰る容器も日本で初めて開発。長野オリンピック

に使用され、タイ工場で生産。平成 17 年の岡山国体ではトウモロコシから得られるデンプンでＰＬＡ用品の

開発に取り組むなど環境に配慮したエコ企業である。以降、現在は紙の容器に力を入れている。

　平成 2 年には現在の本社ビルを、平成 3 年には栃木県に関東工場を、更に東京支店を、平成 23 年には矢掛

第 6工場を建設する。矢掛第 6工場には平成 24 年保育所を開所し、社員の働く環境づくりにも注力。

■ミニ講座＃05 ㈱北原産業（猪原）「企業文化と商品戦略」

　塩ビのすだれからスタート。北米を中心に昭和 40 年代に全国で 1 億 5000 万才（1 才＝1 立方尺）を輸出。

㈱北蝶化成は 15,000 万才出荷。同業者は岡山に 4社、備後に 2社。

　今回、岡山県立大学のＳＰＵ( スモールプロジェクトユニット ) として４人の学生が 9 つのプロダクトを

開発。7 月に中間報告会を開催し、青木社長に素案をプレゼン。商品として可能性のある方向性を絞り込ん

でプロトタイプを制作。プロトタイプの商品とコンセプトパネルを持って学生が龍の仕事展で来訪者にプレ

ゼン。テストマーケティングとして来訪者から幅広い消費者層の意見を集め、後期授業でブラシュアップを

行い商品化に向かう。

■ミニ講座＃06 ㈱アキテックラボ（青木社長）「県立大学との商品開発」

　2013 年 8 月 21 日 ( 水 )17：00 ～ 19：00、倉敷商工会議所・第１会議室にて、第 2回ブラシュアップ交流会が開催されました。

ミニ講座の後、名刺交換会、交流会を行いました。

　畳縁シェア日本一の企業、髙田織物㈱。髙田織物㈱の常務取締役である髙田氏に日本の畳業界の動向と会

社の生き残り戦略について話を聞いた。

　明治の末、福井県で生まれた畳縁。最盛期は1日に3万畳の畳の消費があった。畳は年に3回需要の波があり、

1期は 3～ 4月（最も 1年の内需要が多い：年度代わり、お彼岸）、2期はお盆（人が集まる前にリフォーム）、

3期は秋口（お彼岸）と日本の風習とも密接に関わっている。1970 年に全国（岡山・福井・静岡・富山に集中）

で約 100 社の畳縁会社があり、内、岡山に半分以上の 58 社があった。2013 年には約 20 社に激減。競合が減

る中で、髙田織物㈱は全体の市場の縮小率ほど落ちてはいない。

　現在、高田織物では 1千種の畳縁を持つ。

　市場縮小の要因は、①洋風建築・洋風ライフスタイルへの移行、②畳交換の期間の延長、③生産者の後継者不

足、④業界の商習慣が挙げられる。

　髙田織物㈱では、一般の工場見学を受け入れており、希望者が増えている。髙田織物㈱が積極的に工場見

学を受け入れる理由は次の戦略に基づく、①市場は自ら作る、②メーカー毎の特色を出し強化する、③畳縁を魅

力的なものに仕掛ける、④畳業界以外との接点から活路を発見する。

ブラシュアップ交流会＃02 2013

■ミニ講座＃03 髙田織物㈱（常務取締役 髙田氏）「畳業界の動向」

　昭和 45 年頃、全国のい草のほとんどが倉敷を中心とした備中南部で生産されていたが、今では倉敷でい

草を生産する農家は１軒となってしまった。上質な倉敷産い草の火を消さぬ様にと、農家を助け、一緒に植

え付けや刈り取りを行い、倉敷産のい草商品を生産している今吉商店。農家の作業を手伝う５代目からその

話を聞いた。

　初代今吉忠蔵が明治 30 年創業。2 代目はい草商品の郵便局通販に取り組んで家業を発展させた。3 代目は

観光地の立地を活かしてお土産物としての販売に注力。4代目は倉敷産のい草商品を製造するのは1軒となっ

ても、倉敷産「倉敷い草」にこだわってきた。5代目は農家を支え、家業を継ぐ。

　西阿知のい草業界は西阿知の人、岡氏がい草の織機（岡式織機）を開発したので、技術の伝承が可能だった。

手織りの織機に動力を持ち込んだ岡式織機はシンプルだけど強い。まだその全てを受け継いでないが、多く

の人が助けてくれる。

　い草の生産はしんどいが、冬場に苗を植え、連休明けに先刈りをする。先刈りしたものが 2ヶ月くらいで

150cm まで伸びる。その生命力を感じられるのが喜びである。また生産に関わることで、い草商品製造時に

材料の知識が役立つ。現在、倉敷では 1 反しか生産しておらず、1 反で 300 貫（1,125kg（1 貫＝3.75kg））、

300畳分の生産が限界。このことからも、倉敷い草は、小ロット、高付加価値の商品開発しか生き残る道は無い。

■ミニ講座＃04 今吉商店（5代目今吉）「倉敷いぐさの保存と商品開発」
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龍の仕事展 2013 会場の様子 龍の仕事展 2013 会場の様子 
■第 3日目【9月 16 日 ( 月 )】

●天候：晴れ（最高気温 27.6℃ [ 前日差：+0.7℃] / 湿度 30％）　●来訪者数：1.507 名（昨年：1,133 名）

●売上：338,695 円（昨年：329,252 円）

■第 2日目【9月 15 日 ( 日 )】

●天候：雨 /台風（最高気温 26.9℃ [ 前日差：-4.3℃] / 湿度 90％）　●来訪者数：768 名（昨年：1,632 名）

●売上：186,999 円（昨年：314,067 円）

■龍の仕事展実行委員会事務局からのワンポイントアドバイス

龍の仕事展の開催期間中は季節の変わり目。毎年、台風が通り過ぎ、明確に夏から秋へ季節が変わったことが判ります。会場は空調

が無い為、扇風機とスポットクーラーで対応しています。自由に飲める飲み物を用意していますので水分補給は忘れずに。

■龍の仕事展実行委員会事務局からのワンポイントアドバイス

龍の仕事展のでは、お客様から様々な質問があります。そのためにも、担当する企業の情報を熟知しておく方がベターですが、会場

の各ブースには企業文化を説明したパネルも掲示していますので、「こちらをご覧ください」と言ってパネルを紹介してくれれば良

いです。また、会場全体では「何で龍なの？」「龍って？」といった質問が多いので、「龍は高梁川という川のことです…」と説明し

てください。パンフレットも用意しているので、「こちらに詳しく書かれています。どうぞお持ちください」とパンフレットを勧め

ていただければ充分です。しかし、本プログラムを活用するには、参加する皆さんが事業主旨や意義を少しでも理解し、会場に来ら

れたお客様と会話をすることが、最大のスキルアップにつながります。お客様の中にはクレームを言われる方もおいでです。クレー

ムこそが最大の情報です。かならず丁寧な対応を心がけるとともに、その情報を会場の全員で共有し、対応・改善することが大切です。

会場には皆さんの活動を助けてくれる運営スタッフや企業スタッフ、一般のボランティア・スタッフがいます。
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龍の仕事展 2013 会場の様子 龍の仕事展 2013 会場の様子 
■第 5日目【9月 18 日 ( 水 )】

●天候：晴れ（最高気温 28.7℃ [ 前日差：+0.7℃]/ 湿度 38％）　●来訪者数：431 名（昨年：388 名）

●売上：115,348 円（昨年：177,160 円）　●交流カフェ開催：17:30 ～ 18:30（参加企業・参加スタッフの交流会）

■第 4日目【9月 17 日 ( 火 )】

●天候：晴れ（最高気温 28.0℃ [ 前日差：+0.4℃]/ 湿度 38％）　●来訪者数：462 名（昨年：543 名）

●売上：145,543 円（昨年：164,290 円）

■龍の仕事展実行委員会事務局からのワンポイントアドバイス
龍の仕事展では、連携・交流を楽しみましょう。自分の任されたブースはもちろん重要ですが、自分のブースの事だけやるのではなく、

お客様が少ない時などは会場全体を歩き回り、周囲に、また会場全体にも目を配り、周辺のブースとの連携や、ディスプレイのコラ

ボレーションなども提案し、改善して行きましょう。他大学の学生たち、運営スタッフや企業スタッフ、一般のボランティア・スタッ

フとも積極的に交流を行いましょう。迷ったり、悩んだり、わからない事はどんどん質問して、能動的に動くことが大切です。また、

与えられた仕事だけでなく、周囲の人をサポートできるように心がけてみましょう。
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龍の仕事展 2013 会場の様子 龍の仕事展 2013 会場の様子 
■第 7日目【9月 20 日 ( 金 )】

●天候：晴れ（最高気温 28.8℃ [ 前日差：-0.2℃]/ 湿度 47％）　●来訪者数：360 名（昨年：423 名）

●売上：109,818 円（昨年：165,392 円）

■第 6日目【9月 19 日 ( 木 )】

●天候：晴れ（最高気温 29.0℃ [ 前日差：+0.3℃] / 湿度 43％）　●来訪者数：452 名（昨年：405 名）

●売上：136,932 円（昨年：180,462 円）

■龍の仕事展 2013 に参加した大学生からのメッセージ

　私が担当したブースには、その日４～５名のスタッフがいたのでお客様を待ち受けた雰囲気が溢れ、逆にお客様がブースに近づき

にくいことに気づきました。そこで交代で会場の外へお客様を呼び込みに行くことにしました。最初は呼び込みもどうすれば良いか

全くわからず、一般のボランティア・スタッフの方からアドバイスをいただきました。会場で販売している具体的な商品名を出すこ

とを思いつき、通る観光客の方に商品名を挙げて案内すると「じゃあちょっと入ってみようか」と何名かのお客様が会場に足を運ん

でくれました。また、大きな声で龍の仕事展に足を運んでみる価値があることを伝えると、歩くスピードを緩めて耳を傾けてくださ

る方が大勢いました。

　接客をすることが苦手な私は最初は戸惑いながら龍の仕事展のボランティアをしていましたが、色々な方々のアドバイスをいただ

くことで、今回のこのボランティアを通して、「どうしたら買ってもらえるのか」について考えたところ、食品はまず試食してもら

わなければ次の段階にいけないことがわかりました。次に「試食してもらうためにはどうしたらいいか」について考えると、興味を

もたせるための会話が必要なことに気づきました。しかし、接客の苦手な私はトーク力のなさを実感しました。そこから、お勧めし

たい商品のどこが魅力的なのかを再確認し、何を一番に話したらいいのかを考えて接客にあたることで、商品の良さを伝えることが

でき、最後の日には最も成果を上げることができました。

　まだまだ、至らないところは沢山ありますが、自分が少し成長したような気がして嬉しかったです。苦手なことも、恥ずかしがら

ずに周囲に相談し、その対処法がわかれば少しずつ克服できることにも気づけました。また私は大学で食品に関わる仕事を目指す中、

試食して食品を気に入って買っていただいた時の喜びは、今後、食品に関わるどんな仕事に就いたとしても忘れてはいけない重要な

モチベーションになるような気がしました。龍の仕事展のボランティアを経験できて本当によかったと思っています。
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龍の仕事展 2013 会場の様子 龍の仕事展 2013 会場の様子 
■第 9日目【9月 22 日 ( 日 )】

●天候：晴れ（最高気温 30.3℃ [ 前日差：+0.5℃]/ 湿度 47％）　●来訪者数：1,281 名（昨年：1,568 名）

●売上：378,723 円（昨年：471,158 円）

■第 8日目【9月 21 日 ( 土 )】

●天候：晴れ（最高気温 29.8℃ [ 前日差：+1.0℃]/ 湿度 53％）　●来訪者数：1,215 名（昨年：1,620 名）

●売上：194.410 円（昨年：356,585 円）

■龍の仕事展 2013 に参加した大学生からのメッセージ
　お客様に商品の良さを的確に伝えることやお客様の反応を見て行動すること、周りのスタッフと連携をよること、ペース配分を考

えながら作業を行うことがとても大切だと思いました。また、お客様に見られていることを自覚し、接し方や行動に気を付けなけれ

ばならないと思いました。龍の仕事展では何より積極的な行動をとることやコミュニケーションの大切さを学びました。今後も日頃

から様々な人と関わり、積極的にコミュニケーションを図っていこうと思います。



26

D-INTERNSHIP 2013 D-INTERNSHIP 2013

27

龍の仕事展 2013 インターンシップ・プログラム 

龍の仕事展 2013 打ち上げ交流会 

龍の仕事展 2013 会場の様子 
　龍の仕事展 2013 では、会場での学生のボランティア活動も基本的にインターンシップとして、日々、朝に

30 分ミーティングを行い、各自が担当するブースの目標設定を行い、それを達成するための行動計画を皆の

前で発表しました。また、夕刻には 1 時間ミーティングを行い、目標の達成度を報告し、次回に向けた改善

策を発表するＰＤＣＡサークルの反復を行いました。また、夕刻のミーティングには大学の講師や企業の担

当者が社会人の視点から様々な助言やアドバイスを行い学生たちをフォローしました。

　２日目には企業の方が大変厳しい指導をしてくれ、学生たちに緊張感が生まれました。10 日間の展示会場

で学生たちが日々自信に満ちた表情へと変わっていきます。

　11 月に会費制で龍の仕事展の学生たちの打ち上げを

行いました。龍の仕事展では様々な大学の学生が参加

してくれます。大学を越えた交流が生まれるのもこの

プログラムの大切な要素です。

■第 10 日目【9月 23 日 ( 月・祝 )】

●天候：晴れ（最高気温 29.5℃ [ 前日差：-0.8℃]/ 湿度 45％）　●来訪者数：1,301 名

●売上：377,286 円　●交流カフェ開催：17:30 ～ 18:30
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